「何 を あげましょう」 と 云って 出て 来た 十四 許になる 

小僧 は 大きく 目 を 見 はって 「ェ、 十二 文ノ コゥ高 

です つて、 十 文の こう 高の まちがい じゃあありません 

か」 と 云って 火鉢の 方 を ふりかえつ てうす 笑い をす る _ 

じい や は ニヤ リ ともしないで 「なん ぼもう ろくした つ 

て も 自分の 足の 大きさまで 忘れ やしまい し」 と 云って 

じれ つたそう にどぶ 板 を カタ カタと ふみならして 居る _ 

私 は 軒先に 立って 面白い 問答 をき きながら 向いの 雑貨 

店 の 店 さ きで 小さい 子供 の 母親の 膝に もたれ て 何 か 

云 つ て あま つ たれて 居る の を 自分 も あま つ たれて 居る 

ような 気になって 望めて 居る。 帳場に 坐って 新聞 をよ 
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